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１．環境経営方針

　当社は、油圧機器や建設機械、産業機器の精密部品の製造に当たり、

企業の社会的責任として地域社会や地球環境に配慮した生産を通して、

全社全員でEMSを構築・維持・向上し、次の事項を実行する。

　（１）生産活動を通じ、二酸化炭素排出量の削減、水使用量の削減など

　　　の省資源、省エネルギーの推進、廃棄物の削減等を行い、積極的に
　　　
　　　健全な環境の維持向上、汚染の防止に努める。

　（２）環境に関する法令・規則要求事項を遵守すると共に、関連する

　　　社会的要求を尊重する。

　（３）ＰＲＴＲ制度対象物質を適正に管理していることを、定期的に確認

　　　　するとともに、製品の環境性能の向上を図る。

　（４）環境経営方針に基づく自主的な環境経営目標を定め、その実現を

　　　図り、定期的な見直しにより、ＥＭＳの継続的改善を推進する。

2007 年 12 月 5 日 制定

2019 年 10 月 22 日 改訂

株式会社　　服　部　精　工

株式会社　服部精工　　環境経営方針

社長 服部哲也
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２．会社の概要

２－１、会社名及び代表者氏名
　　　株式会社　服部精工
　　　 　取締役社長　服部哲也

２－２、所在地 （本社・工場）
　　　〒503-2121　岐阜県不破郡垂井町１４６３番地

２－３、環境管理責任者氏名及び連絡先
　　　環境管理責任者 総務部長　　服部　蘭子
　　　連絡先　　電話：０５８４－２２－２１５５　　　　ＦＡＸ：０５８４－２２－２１５４

２－４、事業活動
　　　油圧機器及び建設機械の精密部品加工

２－５、事業規模（２０２２年１２月期）　
　　　年間売上高 　　６２５百万円
　　　従業員数　　　　５１名 （うち正規従業員：４６名）
　　　資本金 　　５０,０００千円
　　　床面積 　　４,１５０㎡
　　　敷地面積　　　　　　　　１３,５００㎡ 　

２－６、認証登録範囲
　　　全組織（本社・工場）、全活動、全従業員（５１名）を対象にしております。

３．ＥＡー２１推進組織図

　委員長：社長 　EA-21責任者・製造部長兼管理部長

　委　 員：ＥＡー２１責任者 　総務部員

　　　　　 　製造部長兼管理部長 　　・環境経営システム実務全般

　　　       各グループのリーダー 　　・環境関連法規の遵守状況確認

　　・教育訓練計画の策定

　・環境経営方針、環境経営目標を従業 　　・環境経営文書類作成のための数

　　員へ周知する 　　 値管理

　・法規制を遵守する 　　・緊急事態の是正と予防

　・緊急事態発生対応、報告 　　・内部監査からの報告に対応

　　・産業廃棄物の適正な管理
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代表者（社　長）
・環境経営方針の決定
・環境管理責任者の任命
・システムの評価と見直し
・必要な指示をEA-21責任者に行う

ＥＡ－２１責任者（総務部長）

・環境経営目標と方針の策定
・教育訓練の実施
・環境負荷の管理
・各種報告書の作成
・外部からの問い合わせ対応

ＥＡ－２１委員会 ＥＡ－２１事務局

EA-21委員会での審議事項を順守し、EA-
21責任者、事務局の指示に基づき行動す
る

本社・工場



＊　取組項目の①～⑤、⑥は、生産量によって二酸化炭素の排出量が左右されるので、1,000工数当りの原単位で管理をしている。

＊　原単位である工数　2022年度は99,694時間でした。

6,602
目標　6,582
実績　7,536

①天井照明のLED化を推進
②不要時、不要箇所の電気消灯の徹底
③業務終了時の照明・OA機器の電源確認
④空調温度管理
　イ．最終退出者は責任を持って消灯し電源をOFFにする
　ロ．業務の効率化、就業時間の短縮に努める
⑤冷暖房温度の確認をする＝夏季：工場26℃、事務所27℃、冬季：20℃
⑥エアコンの日常管理就業時間の短縮に努める
　2ヵ月に1回エアコンのフィルターを清掃し、冷暖房効率の向上に努める
⑦その他—エア漏れの早期修理、帰社時のエア切りの徹底

243
目標  241.5
実績  184.6

①冷暖房温度の確認をする
　夏季：工場26℃、事務所27℃、冬季：20℃
②その他―2ケ月に1回エアコンのフィルターを清掃し、冷暖房効率の向上に努める

39
目標  38.2
実績  46.0

30.1
目標  29.9
実績  17.8

総廃棄物量

目標  2.580t
実績  1.692t
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４．環境経営目標と環境経営計画

イ、SDSの確認
ロ、PRTR制度対象物質の最大保有量の遵守
　　・灯油：200L　・ﾕｼﾛｰｹﾝFGS798 18L×2缶　 ・ﾓﾘLGｸﾞﾘｰｽ2.5㎏
　　・ｽﾘｰﾎﾞﾝﾄﾞTB2082E　100g　　・ﾓﾉﾀﾛｳ「ﾏﾙﾁ君」M170　170ml
ハ、定められた保管庫に保管する

2017年度
(基準年度)

単位

㎏-CO₂

/1000工数

ｔ
/1000工数

%

化
学
物
質

使
用
量

化学物質の
適正な管理の推進
(PRTR制度対象物質)

⑦　化学物質の
　適正な管理の確認

保管量と使用
量の把握

①手洗い時
　イ．最初に水を流さず、洗剤で汚れを落とした後、水ですすぐ
　　（蛇口から水を５秒出しっ放しにすると１リットル！！）
②トイレ使用時
　使用後に水を一回流す、他は水を流さない
③その他
　イ．節水喚起シール等の表示
　ロ．切削水のこぼれ防止
　ハ．切削水の濃度管理（日常点検チェックシートによる）

廃
棄
物

排
出
量

⑤⁻②　リサイクル率の向上
目標　91.35%
実績  89.22%

水
資
源

投
入
量

水使用量の削減 ⑥　水資源使用量の削減
目標  11.90
実績  22.46

廃棄物の削減
及び
リサイクル化

⑤-①　廃棄物の削減

㎥
/1000工数

2.59

11.97

91.0

毎月1回　件数確認実施（月3件）

①運転前の確認
　イ．車に不要物を積まない
　ロ．効率的な運行計画に基づいた道順をとる
　ハ．過積載の禁止
②運転時
　イ．法定速度を守る
　ロ．急発進・急停車・空ふかしの禁止
　ハ．アイドリングストップの遵守
　二．できるだけ冷暖房を使用しない
　　　　―使用可能期間：冷房＝6/21～9/20、暖房＝11/21～3/20
③日常点検時
　イ．空気圧を調べ適正空気圧に設定
　ロ．車両を常に最高の状態に保つこと
④その他
　イ.当社所有の車での特別便（赤帽等）を極力減らす
　ロ.「KOYO便」のアウトソースにより、近隣の外注訪問のみとなり、指標③④共に目標を達
成した。

4－1　2022年度の目標と計画及び実績

＊　中部電力　2017年度 二酸化炭素排出係数 0.472 を使用しました。

コア
指標

環境方針 指標
2022年度

(22/4-23/3) 環境経営計画の取組内容

①　電力の二酸化炭素
排出量削減

②　液化石油ガス（LPG）の
二酸化炭素排出量削減

③　軽油の二酸化炭素
排出量削減

④　ガソリンの二酸化炭素
排出量削減

二
酸
化
炭
素

排
出
量

二酸化炭素排出量の削減

①作業時
　イ．不具合の削減に努める（作業手順書の遵守）
　ロ．設備の日常点検の実施
②廃棄物排出時
　イ．分別表に基づいて排出
　ロ．廃棄物置場の整理整頓清掃の徹底
③リサイクル化
　イ．分別の徹底
　ロ．リサイクル先の検討実施
　ハ. ウエス使用量の削減
　ニ. 通い箱の活用拡大（仕入先及び顧客）

環
境

性
能

製品の環境性能の向上 ⑧　環境に関する改善提案
目標　年間36件
実績　年間32件

ー ー

ー ー



＊　中部電力　2017年度 二酸化炭素排出係数 0.472 を使用した。

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
計画 計画 計画 計画

(19/4-20/3) (20/4-21/3) (21/4-22/3) (22/4-23/3)

①　電力の二酸化炭素 6,592 6,589 6,585 6,582

　 排出量削減 0.15%削減 0.20%削減 0.25%削減 0.30%削減

②　液化石油ガス（LPG）の 242.3 242.0 241.8 241.5

　 二酸化炭素排出量削減 0.30%削減 0.40%削減 0.50%削減 0.60%削減

③　軽油の二酸化炭素 136.6 38.6 38.4 38.2

　 排出量削減 1.00%削減 1.00%削減 1.50%削減 2.00%削減

④　ガソリンの二酸化 40.8 30.0 30.0 29.9

　 炭素排出量削減 0.30%削減 0.30%削減 0.40%削減 0.50%削減

2.584 2.582 2.581 2.580

0.25%削減 0.30%削減 0.35%削減 0.40%削減

91.25 91.3 91.35 91.4

0.25%向上 0.30%向上 0.35%向上 0.40%向上

11.93 11.92 11.91 11.90

0.30%削減 0.40%削減 0.50%削減 0.60%削減

毎月3件 毎月3件 毎月3件 毎月3件
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環
境
性
能

製品の環境性能の向上
⑧　環境に関する改善提
案

ー ー

毎月1回
確認実施

毎月1回
確認実施

毎月1回
確認実施

毎月1回
確認実施

水
資
源

投
入
量

水使用量の削減 ⑥　水資源使用量の削減
㎥

/1000工数 11.97

化
学
物
質

使
用
量

化学物質の
適正な管理の推進
(PRTR制度対象物質)

⑦　化学物質の
　適正な管理の確認

ー ー

⑤－②　リサイクル率の向上 % 91.0%

廃
棄
物

排
出
量

廃棄物の削減
及び
リサイクル化

⑤ー①　廃棄物の削減
ｔ

/1000工数 2.590

138 39

40.9 30.1

二
酸
化
炭
素

排
出
量

二酸化炭素排出量の削減
㎏-CO₂

/1000工数

6,602

243

4-2　2019年度～2022年度の中長期目標

＊　①～⑥は、生産量によって二酸化炭素の排出量が左右されるので、
　　1,000工数当りの原単位で管理をしている。

コア
指標

環境方針 指標 単位
2017年度
（①②⑤⑥
基準年度）

2019年度
（③④

基準年度）



５－１．２０１２年度～２０２２年度までの主な項目の経年変化
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５．環境経営目標に対する実績

6,463 
7,261 

7,882 7,949 
7,428 7,024 

9,180 
8,035 

6,736 6,825 
7,784 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

①二酸化炭素排出量（kg-CO₂/1000工数）

実績 目標

2.18
2.4

2.64 2.56 2.54 2.59 2.59
2.24 2.34

1.716 1.692

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

②総廃棄物量（t/1000工数）

実績 目標

86

88.4 89.1

91 91.2 91

88.4 88.1

91.6 

88.0 
89.2 

82

84

86

88

90

92

94

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

③リサイクル率（％）

実績 目標

14.7
12.1 13.4 14.6

12.5 12

17.27 16.89
14.5 14.9 

22.5 

0

5

10

15

20

25

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

④水資源使用量（㎥/1000工数）

実績 目標



５－２　　２０２２年度の目標に対する毎月の実績と推移
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達成状況
2022年4月～

2023年3月

目標：　6,582 目標未達成

kg-CO2/1,000工数 　12か月のうち2か月のみ目標達成 【節電啓発表示】
実績：　7,536 　だった。絶対値では目標を大きく達

①電力の二酸化炭素 　kg-CO₂/1,000工数 　成したものの、生産量減少により、

　 排出量削減 (年間排出量751,261㎏-Co₂) 　工数割では目標未達となった。

　（正：社長） 達成状況： 　ガスエアコン3台を電気に入れ替えた。

　（副：総務部長） 87.34% 　熱中症対策のためもあり、夏場のｴｱｺﾝ

　使用量は減少不可能であった。

　（二酸化炭素係数：0.472)※昨年同値

②液化石油ガス（LPG） 目標：　241.5 目標達成

　 の二酸化炭素 　kg-CO₂/1,000工数 　年度途中でｶﾞｽｴｱｺﾝ3台を

　 排出量削減 実績：　184.6 　電気のエアコンに入れ替えたこと

　（正：社長） kg-CO₂/1,0000工数 　もあり、年間目標達成。

　（副：総務部長） (年間排出量18,403㎏-Co₂) 【ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ
達成状況：130.8% 啓発かんばん】

③　軽油の二酸化炭素 目標：　38.2 軽油＝目標未達成

　 　排出量削減 　kg-CO₂/1,000工数 　特別便で大阪や京都などへ数回

　（正：管理部長） 実績：　46.0 　出向いたことによる。

　（副：総務部長） 　kg-CO₂/1,000工数

(年間排出量4,589㎏-Co₂) ガソリン＝目標達成

達成状況： 　ガソリン車を1台手放したことにより

83.0% 　購入量が大幅減。

④　ガソリンの二酸化炭素 目標：　29.9 　また、構内のリフト走行についても

　   排出量削減 　kg-CO₂/1,000工数 　無駄な走行を控えており良好。

　（正：管理部長） 実績：　17.8

　（副：総務部長） 　kg-CO₂/1,000工数

(年間排出量1,773㎏-Co₂)

達成状況：

167.98%

⑤ー①　廃棄物の削減 目標：　2.580 目標達成

　（正：総務部長） 　　　t/1000工数 ・紙の分別について理解が進んで

　（副：社長） 実績：  1.692 　いる状況で、可燃ごみは年々減少

　　　t/1000工数 　傾向にある。

達成状況： ・廃棄物のうち多くをしめる金属くず

152.5% 　が生産量減少に伴い減少。

⑤－②　リサイクル率の向上 目標：　91.4% 目標未達成

　（正：総務部長） 実績：　89.22% ・廃棄物重量のうち8割以上をしめる

　（副：社長） 達成状況： 　金属くずが半減したことによる。

89.3% 　　
⑥　水資源使用量の削減 目標：　11.9㎥ 目標未達成 【避難場所表示】
　（正：総務部長） 実績：　22.46㎥ ・引き続き節水に努める。

　（副：社長） 　　㎥/1,000工数 ・夏季の使用量が約4倍となっている

達成状況： 54.6% 　ことが目標未達成に影響している。

　（電気使用の二酸化炭素排出抑制

　のため、夏季、冷房効率化を目的

　に屋根に放水を行っている）

⑦化学物質（PRTR制度対象 毎月1回確認実施 毎月1回の抜き打ち確認に於い 【避難・消火訓練】
　 物質）.適正な管理の推進 ては、保有量、保管場所共に、

　（正：社長） 適正でした。

　（副：総務部長）

⑧　製品の環境性能の向上 イ、環境に関する改善提案提出 目標：年間36件 目標未達成

　（正：社長） 実績：年間32件

　（副：総務部長）

⑨　その他 「地震発生に伴う避難訓練」

　（正：社長） 「機械火災の消火訓練」については

　（副：管理部長） 2022年6月7,8,15,16日　実施済

６．　２０２２年度の環境経営目標と環境経営計画の取組結果とその評価

①不要時、不要箇所の電気消灯の徹底
②業務終了時の照明・OA機器の電源確認
③冷暖房温度の確認をする
　夏季:工場26℃、事務所27℃、冬季:20℃
④エアコンの日常管理、就業時間の短縮に努める
　 1カ月に1回エアコンのフィルターを清掃し、
　冷暖房効率の向上に努める.
⑤その他－エア漏れの早期修理、
　帰社時のエア切りの徹底

①冷暖房温度の確認をする
　＝夏季：工場26℃、事務所27℃、冬季：20℃
②その他ーエアコンの日常管理
　1ケ月に1回エアコンのフィルターを清掃し、
　冷暖房効率の向上に努める

①運転前の確認
　イ．車に不要物を積まない
　ロ．効率的な運行計画に基づいた道順をとる
　ハ．過積載の禁止
②運転時
　イ．法定速度を守る
　ロ．急発進・急停車・空ふかしの禁止
　ハ．アイドリングストップの遵守
　二．できるだけ冷暖房を使用しない
　　―使用可能期間
　　　　冷房＝6/21～9/20
　　　　暖房＝11/21～3/20
③日常点検時
　イ．空気圧を調べ適正空気圧に設定
　ロ．車両を常に最高の状態に保つこと
④その他
　イ、.当社所有の車での特別便（赤帽等）を極力減ら
す

①作業時
　イ．不具合の削減に努める
　　　（作業手順書の遵守）
　ロ．設備の日常点検の実施
②廃棄物排出時
　イ．分別表に基づいて排出
　ロ．廃棄物置場の整理整頓清掃の徹底
③リサイクル化
　イ．分別の徹底
　ロ．リサイクル先の検討実施
　ハ. ウエス使用量の削減
　ニ. 通い箱の活用拡大
　　（仕入先及び顧客）

取組み項目
環境経営計画の

取組内容
評　　　価 活動状況

※二酸化炭素の年間総排出量　：　 776,026 ㎏-CO₂
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改善提案総数年間190件のうち、環
境に関するものが32件でした

イ、「緊急事態対応手順」を食堂入口南側の掲示板
に掲示するとともに、リーダー朝礼にて周知徹底を
図る

①手洗い時
　最初に水を流さず、洗剤で汚れを落とした後、水で
すすぐ
（蛇口から水を5秒出しっ放しにすると1リットル放
出！！）
②トイレ使用時
　使用後に水を一回流す
　他では水を流さない
③その他
　イ．節水シール等の表示
　ロ．切削水のこぼれ防止
　ハ．切削水の濃度管理
　　　（日常点検チェックシートによる）
二、漏水に注意

イ、SDSの確認
ロ、ＰＲＴＲ制度対象物質の最大保有量の遵守
　・灯油＝200ℓ
　・ﾕｼﾛｰｹﾝFGS798＝18ℓ×2缶
　・ﾓﾘLGｸﾞﾘｰｽ=2.5㎏×1缶
　・ｽﾘｰﾎﾞﾝﾄﾞ2082E＝100g×1本
　・ﾓﾉﾀﾛｳ　ﾏﾙﾁ君＝170ml×1本
ハ、定められた保管庫に保管する

　・灯油：200L
　・ﾕｼﾛｰｹﾝFGS798 18ℓ×2缶
　・ﾓﾘLGｸﾞﾘｰｽ2.5㎏
　・ｽﾘｰﾎﾞﾝﾄﾞTB2082E　100g
　・ﾓﾉﾀﾛｳ「ﾏﾙﾁ君」M170　170ml



＊　中部電力　2022年度発表の 二酸化炭素排出係数 0.433 を使用する。

2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度
計画 計画 計画 計画 計画

2023年4月～翌年3月 2024年4月～翌年3月 2025年4月～翌年3月 2026年4月～翌年3月 2027年4月～翌年3月

①　電力の二酸化炭素

　 排出量削減 6,489 6,486 6,483 6,480 6,467

②　液化石油ガス（LPG）の 0.10%削減 0.15%削減 0.20%削減 0.25%削減 0.30%削減

　 二酸化炭素排出量削減

③　軽油の二酸化炭素 ※倉庫外務ｸﾞﾙｰﾌﾟ
独自の目標通り

　 排出量削減
年間5,263

6,788 6,784 6,781 6,777 6,774

④　ガソリンの二酸化炭素 ※倉庫外務ｸﾞﾙｰﾌﾟ
独自の目標通り

0.10%削減 0.15%削減 0.20%削減 0.25%削減 0.30%削減

　 排出量削減
年間1,531

1.956 1.955 1.954 1.953 1.952

0.20%削減 0.25%削減 0.30%削減 0.35%削減 0.40%削減

89.80% 89.85% 89.90% 89.95% 90.00%

0.20%向上 0.25%向上 0.30%向上 0.35%向上 0.40%向上

17.47 17.45 17.43 17.41 17.40

0.20%削減 0.30%削減 0.40%削減 0.50%削減 0.60%削減
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毎月1回
確認実施

毎月1回
確認実施

毎月1回
確認実施

毎月1回
確認実施

環
境
性
能

製品の環境性能の向上
⑧　環境に関する改善提
案

毎月3件 毎月3件 毎月3件 毎月3件ー 毎月3件ー

17.5

ー

水
資
源

投
入
量

水使用量の削減 ⑥　水資源使用量の削減
㎥

/1000工数

ー

化
学
物
質

使
用
量

化学物質の
適正な管理の推進
(PRTR制度対象物質)

⑦　化学物質の
　適正な管理の確認 ー

毎月1回
確認実施ー

⑤－②　リサイクル率の向上 %

1.960

89.6%

1000工数あたり

196.2

1000工数あたり

6,496

年間総量

6,794

廃
棄
物

排
出
量

廃棄物の削減
及び
リサイクル化

⑤ー①　廃棄物の削減
ｔ

/1000工数

７．　2023年度～2027年度の中長期目標

＊　①②⑤⑥は、生産量によって二酸化炭素の排出量が左右されるので、1,000工数当りの原単位で管理をする。
　　上記以外のものは生産量によって左右されないため、実際の排出量で管理する。

コア
指標

環境方針 指標 単位

二
酸
化
炭
素

排
出
量

二酸化炭素排出量の削減

1000工数あたり

6,300
kg-CO₂

/1000工数

kg-CO₂

2020～2022年度平均
（基準値）



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

≪目標≫

≪目標≫

節水シール等の表示

切削水のこぼれ防止

切削水の濃度管理

工場屋根へ放水 ※天候や温度等を確認し、こまめに放水

環境に関する改善提案の提出（月3件）

環境教育の実施・受講
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6

全部門

（正）
総務部長

（副）
社長

①手洗い時
　最初に水を流さず、洗剤で汚れを落とした後、水ですすぐ
　（蛇口から水を5秒出しっ放しにすると1リットル放出！！）
②トイレ使用時
　使用後に水を一回流す
　他では水を流さない
③その他
　イ．節水シール等の表示
　ロ．切削水のこぼれ防止
　ハ．切削水の濃度管理 （日常点検チェックシートによる）

5

 ≪目標≫
 ■総廃棄物量
　2020～2022年
　平均比0.20%削減
　1000工数あたり

　1.956ｔに。
 ■リサイクル率
　2020～2022年
　平均比0.20%向上

　89.80%に。

➀SDSの確認
②ＰＲＴＲ制度対象物質の最大保有量の遵守
   ・灯油＝200L　　　　　　　　　　　　・ﾕｼﾛｰｹﾝ FGS798＝18L×2缶
   ・ﾕｼﾛﾝｶｯﾄSF45F＝18ℓ×1缶　　・ﾄﾋﾞｶ ﾗｽﾄﾝ=300ml×1本
   ・ﾓﾘLGｸﾞﾘｰｽ=2.5㎏×1缶　　　　　・ﾀｲﾀﾝｶｯﾄLS-882=200L
   ・ﾒﾀﾙｸﾘｰﾅｰ #876=16L×2本　　　・ﾓﾚｽｺｶｯﾃｨﾝｸﾞｽﾀｰ7000Ｃ=200L
　 ・ﾕｼﾛﾝｶｯﾄｱｰﾊﾞｽKM479=18L×2缶　・ｽﾘｰﾎﾞﾝﾄﾞEB2082E硬化剤=100g
 　・ﾏﾙﾁ君=170ml×1本　　　　　　　・ﾌﾞﾗｲﾄｿﾙ=18L
③定められた保管庫に保管する

廃棄物の削減及び
リサイクル率の向上

水資源使用量の削減

➀環境に関する改善提案提出
②環境教育の実施・受講

全部門
　

（正）
総務部長

（副）
社長

全部門
（正）
社長
（副）

総務部長

毎月1回確認実施

全部門

（正）
社長
（副）

総務部長

○　・　× ○　・　× ○　・　×○　・　× ○　・　×

2

3

4

作成日 ： 2023/6/15

①冷暖房温度の確認をする
　夏季：工場26℃、事務所27℃、冬季：20℃
②その他
　―1ケ月に1回エアコンのフィルターを清掃し、
　　　冷暖房効率の向上に努める

①作業時
　イ．不具合の削減に努める （作業手順書の遵守）
　ロ．設備の日常点検の実施
②廃棄物排出時
　イ．分別表に基づいて排出
　ロ．廃棄物置場の整理整頓清掃の徹底
③リサイクル化
　イ．分別の徹底
　ロ．リサイクル先の検討実施
　ハ. ウエス使用量の削減
　ニ. 通い箱の活用拡大 （仕入先及び顧客）

①運転前の確認
　イ．車に不要物を積まない
　ロ．効率的な運行計画に基づいた道順をとる
　ハ．過積載の禁止
②運転時
　イ．法定速度を守る
　ロ．急発進・急停車・空ふかしの禁止
　ハ．アイドリングストップの遵守
　二．できるだけ冷暖房を使用しない
　　―使用可能期間：冷房＝6/21～9/20、暖房＝11/21～3/20
③日常点検時
　イ．空気圧を調べ適正空気圧に設定
　ロ．車両を常に最高の状態に保つこと
④その他
　イ、.当社所有の車での特別便（赤帽等）を極力減らす

管理部外務Ｇ

(正）
管理部長

（副）
総務部長

○　・　×○　・　× ○　・　× ○　・　× ○　・　× ○　・　× ○　・　×

８．２０２３年度の環境経営目標と環境経営計画   ～原単位を工数にするか、売上にするか検討したが、引き続き工数で管理する～
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作成者 ： 服部　蘭子　　　承認者　：服部　哲也

No. 目標値 環境経営計画の取組内容
実施部門
責任者

実  施  計  画

2023年 2024年

1

①不要時、不要箇所の電気消灯の徹底
②業務終了時の照明・ＯＡ機器の電源確認→待機電力削減
③空調温度管理
　イ．最終退出者は責任を持って消灯し電源をOFFにする
　ロ．業務の効率化、就業時間の短縮に努める
④冷暖房温度の確認をする
　　＝夏季：工場26℃、事務所27℃、冬季：20℃
⑤エアコンの日常管理就業時間の短縮に努める
　1ヵ月に1回エアコンのフィルターを清掃し、
　冷暖房効率の向上に努める
⑥その他—エア漏れを年に2回点検、帰社時のエア切りの徹底
⑦空調機器を年に２～３台更新し、省エネタイプに切り替える
⑧照明器具を年間40～80台程度ずつ、LEDに切り替える
　　（2023年3月時点で残り350台）

全部門

（正）
社長

（副）
総務部長

　電力とLPGの合計
排出量を、2020～

2022年平均比
0.10%削減

1000工数あたり

6,489kg-CO₂に

環境目標
(指標)

≪目標≫
2020～2022年の

平均比0.20％削減

1000工数あたり

17.47㎥に。

化学物質の適正な管理

製品の環境性能の向上

電力の
二酸化炭素排出量削減

液化石油ガス（LPG）の
二酸化炭素排出量削減

軽油の
二酸化炭素排出量削減

ガソリンの
二酸化炭素排出量削減

電力とLPGの合計
排出量を、2020～

2022年平均比
0.10%削減

年間総量

6,788kg-CO₂に

毎月3件

未使用時の電気消灯の徹底

節電シールの表示・昼休みの消灯

車両の燃料使用量と走行距離のチェック

効果確認

設備のアイドリングストップ

廃棄物の分別の徹

クールビズ運動の展開

空調温度管理の徹底（２０℃）

クールビズ運動の展開

リサイクル化の推進

未使用時の電気消灯の徹底
電力不要時の負荷遮断

空調温度管理の徹底（工場２６℃・事務所２７℃）

節電シールの表示・昼休みの消灯

ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟの徹底

車両の燃料使用量と走行距離のチェック

効率の良い配車スケジュールの実施

効果確認

端材スクラップの削減検討
消費資材の見直し検討

ウエスの再利用検
討

の再利用検討

設備のアイドリングストップ

オイル過剰注油の禁止

教育・周知徹底・実施

実 施

空調温度管理の徹底（２０℃）

クールビズ運動の展開

空調温度管理の徹底（２６℃・事務所２７℃

クールビズ運動の展開

リサイクル化の推進

通い箱活用拡大検討・実施

油のこぼれ防止

ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟの徹底

エア漏れ一斉点検 エア漏れ一斉点検

エアコン入替検討

LED入替検討

エアコン入替検討

LED入替検討



９．環境関連法規への違反・訴訟等の有無
該当する

施設・設備
および

活動内容

主な法規則名 遵守状況

・一般廃棄物 ・循環型社会形成推進基本法 遵法。 【産廃保管状況】
　の排出 ・廃棄物の処理及び清掃に関する法律 マニフェスト完備。

・産業廃棄物 ・岐阜県環境基本条例 収集運搬・処分業者との適正な契約。

　の排出 ・岐阜県産業廃棄物の適正な処理に 廃棄物置場の表示と分別の徹底。

　関する条例 廃棄物の飛散・流出・地下浸透の防止。

・垂井町廃棄物の減量及び適正処理に 知事へのマニフェストの交付報告

　関する条例

騒音の発生 ・騒音規制法 　・社内騒音測定実施　－　 2022年6月16日、12月12日 【油倉庫】
（ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ） ・岐阜県公害防止条例 騒音ー　バレル室不適合（第3管理区分）

（研磨機） 耳栓着用の徹底

　・外周騒音測定実施　－　2022年6月22日、23日、29日

朝・昼・夕・夜間4回測定、夜間2地点で

基準値を若干オーバー、測定地点と

隣家の間にブロックの塀有り。

次回は、2023年6月19日実施済。

【キュービクル】

振動の発生 ・振動規制法 遵法。

（ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ） ・岐阜県公害防止条例 外周振動測定実施　－　　2022年6月22日、23日

昼・夜と２回測定、いずれも基準値未満

でした。

　　　　　　　　　　 次回は、2023年6月19日実施済。

油類の使用 ・消防法（危険物関連） 遵法。

（貯蔵） ・不破消防組合火災予防条例 該当施設：油庫（少量危険物貯蔵届出、2008年1月31日

2008年4月17日承認）

変電設備 ・電気事業法 遵法。 該当施設：キュービクル　2棟（2007年12月7日届出）

　　　　　　　　　　　　　　　　１棟（2009年2月16日届出）

中部電気保安協会による定期保守点検実施、異常なし。

・電力の使用 ・省エネ法 遵法。

・軽油・灯油の

 使用

油類の流出 ・水質汚濁防止法 遵法。 該当施設：油庫　1棟

・土壌汚染対策法 　　油水分離槽　1箇所　　　日常点検実施

　　バレル研磨　排水・汚泥分離槽　　1箇所 【ガスタンク】
日常点検実施

・油水分離槽 ・水質汚濁防止法 遵法。

　の管理 ・岐阜県生活環境の保全等に関する

・バレル研磨剤　条例

　汚水の排出

フロンの適正な・フロン排出抑制法 遵法。

管理と処分 各エアコンは毎月目視点検をし、記録簿保存をしています。

また、7.5kw以上のエアコンについては３年に1回以上専門家による

定期点検を行っています。（2023年1月27日完了）

工業用ＬＰガス ・液化石油ガス法 遵法。 該当施設：工業用ＬＰガスタンク（990kg容器）

消費設備の イワタニ東海㈱による保守点検、異常なし。

（990kg容器）

管理

・地域からの苦情・訴訟はありませんでした。
・環境関連法規への違反はなく、なお、関係当局よりの違反等の指摘もありません。

遵　　守　　状　　況

2023年6月15日付にて報告済。
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         　　　　　　　　  次回は、2024年5月に報告予定。

【
油
水
分
離
槽】



１０．代表者による全体の評価と見直し・指示
評価日

評価者

項　　　目

環境経営計画の実施

　及び運営結果

環境関連法規等の

　遵守状況

環境教育・

　環境緊急対応訓練等

外部からの環境に

　関する苦情や要望等

環境経営レポート

　コミュニケーション

環境経営計画及び

環境経営システム等

　見極め、どのような対応をすべきかは、注意が必要である。

11

環境経営目標および
目標達成状況

6
・地下に埋設の消防水利の水位を確認
・地域にゴミステーションの敷地（2カ所）を貸与継続
・小学生の通学時、横断歩道の旗当番への駐車場貸与継続

2023年6月19日

取締役社長　服部哲也　　

環境管理責任者全体評価所見欄

1

操業度の変化が大きく、目標達成状況を月ごとに見ると、アンバランスが
目立つ。
本年度もエアコンをガスから電気に更新したことで、ガスは目標を達成
し、電気は未達となった。電気とガスを二酸化炭素排出量にまとめた目標
への変更を検討すべきである。
また、水資源は、下記に猛暑対策として、屋根に水道水を散水しているこ
とを実績を踏まえるなどして、目標設定することを検討すべきである。

2
環境活動自体は概ね計画に則って実施できたが、上記項目1.1より、月
ごとの差異が大きかった。

3
「環境関連法規の取りまとめ及び遵守状況チェック表」記載の如く、法規
制等に全て適合している。

4

・「環境経営レポート」を各グループに配布し、今期の活動結果と来期の
計画を周知徹底した
・「緊急事態対応手順」を食堂入口の掲示板に掲示し、リーダー朝礼に
て周知徹底を図った
・SDGsの掲示をして、社員の意識高揚を図った（継続）

5

4 環境関連法令 有 ・ 無

5 環境経営レポート 有 ・ 無

3 有 ・

1
・
見
直
し
関
連
情
報

・

2 環境経営目標 有 ・

2008年12月「エコアクション21」認証取得以来、外部からの苦情・クレー
ムは、ない。

7
その他
（環境経営マニュアル）

今後、SDGsや脱炭素、カーボンニュートラルなど、新たな対応が求めら
れる可能性が高く、社会動向には常に気を配る必要がある。

有 無 従来通りで継続する。

無

過去の操業度から2020～2022年度の平均をを基
準として目標は見直すべきである。
電力とガスを二酸化炭素排出量にまとめるべきで
ある。
水資源は夏の気候により変わるため、何らかの変
更を検討すべきである。

２
・
代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示

見直し項目 変更の必要性 指示事項等

1 環境経営方針

（環境経営システムの有効性

・SDGｓや脱炭素、カーボンニュートラルなど、社会の動向を  環境への取組の適切性等）

・目標の見直しの時期でもあり、直近の操業度に合わせて、全体評価・コメント

　かつ電力とガスを二酸化炭素排出量にまとめるべきである。

・当期の売上ベースで前年比で75%となり、全体としては、操

6 実施体制 有 ・ 無

7 その他 有 ・ 無

　業が低下したが、月ごとでは繁忙と閑散の差が大きかった。

EA21責任者の交代要員の育成。

無 現行の取り組みを継続、強化する。

現状で問題ないと認識している。

次号は、2024年6月発行予定



地域のゴミステーションの敷地を貸与し、ご近所の皆様にご利用いただいております。

敷地内にある地域で利用できる消防水利の水位を確認しました。(利用実績はありません)

2008年、隣地工事で花壇となった土地に植樹した、さくら・つつじが育っています。
【2009年】 【2022年】

秋には社員駐車場に多くの葉が落ちます。社員 1年に2度咲く藤棚は、社員の憩いの場となっています。
有志にて清掃しております。

１１．環境コミュニケーション
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　　　　　4月下旬には
白くて可憐な花を咲かせます
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